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１．当四半期の業績等に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

第２四半期累計期間（平成25年10月１日～平成26年３月31日）における世界経済は、先進国の景気が緩やかな

回復基調にあるものの、中国及び新興国の経済成長ペースが鈍化していることやウクライナ情勢が懸念されるな

ど、全体的には不透明感が払拭されない状況が続いております。 

このような環境のもと、当社におきましては既存取引の強化及び新規顧客の獲得や取扱商品の拡大に積極的に

取り組み収益性の向上を目指してまいりましたが、ＬＣＤモジュール事業とパネル事業が好調に推移したこと等

により売上高は500億31百万円（前年同四半期比74.9％増）となりました。 

利益につきましては、売上増にともない営業利益が５億５百万円（前年同四半期比15.1倍）となり、為替差益

が１億35百万円発生したため経常利益は６億21百万円（前年同四半期比0.5％増）となりました。しかし、繰延税

金資産の取り崩し等の影響で四半期純利益は３億15百万円（前年同四半期比17.3％減）となりました。 

当第２四半期累計期間における事業部門別概況は以下のとおりであります。 

① 半導体事業

半導体事業は、スマートフォン向け半導体の需要が旺盛でした。また、薄型ＴＶ、白物家電、車載用途向け半

導体の需要も堅調に推移しましたが、ＯＤＤ(オプティカル・ディスク・ドライブ)の需要が大幅に減少したた

め、売上は減少しました。 

以上の結果、売上高は136億94百万円(前年同四半期比10.4％減)となりました。 

② ＬＣＤモジュール事業

ＬＣＤモジュール事業は、平成25年９月に発売された顧客のハイエンド・スマートフォンの売上が引き続き好

調の為、売上は大幅に増加いたしました。 

以上の結果、売上高は212億51百万円（前年同四半期比418.4％増）となりました。 

③ パネル事業

パネル事業は、国内法人向けＰＣの買替え需要が引き続き旺盛であったことや海外向けモニター用製品の販売

が好調であったため、売上は増加いたしました。 

以上の結果、売上高は145億52百万円（前年同四半期比68.3％増）となりました。 

④ 電子材料事業

電子材料事業は、有機ＥＬ用封止材の販売は順調でしたが、太陽光パネル及びリチウムイオンバッテリーセル

の販売が低調でした。太陽光発電事業については概ね計画どおりに推移いたしました。 

以上の結果、売上高は5億33百万円（前年同四半期比9.5％減）となりました。 

 (2) 財政状態に関する説明 

資産・負債・純資産の状況 

当第２四半期会計期間末の資産は、現金及び預金が12億18百万円、売掛金が34億81百万円増加したこと、商品

が９億47百万円減少したこと等により、279億79百万円(前事業年度末比39億59百万円増)となりました。 

当第２四半期会計期間末の負債は、買掛金が41億86百万円増加したこと、短期借入金が４億46百万円減少こと

等により、218億54百万円(前事業年度末比37億36百万円増)となりました。 

当第２四半期会計期間末の純資産は、四半期純利益により利益剰余金が３億15百万円増加したこと、剰余金の

配当に伴う利益剰余金の減少が98百万円あったこと等により、61億25百万円(前事業年度末比２億23百万円増)と

なりました。 
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キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、営業活動、投資活動、財務

活動による各キャッシュ・フローが合計で12億18百万円増加し、27億75百万円となりました。 

当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は、22億48百万円（前年同四半期は資金の増加18

億96百万円）となりました。 

これは主に、売上債権の増加額34億82百万円、たな卸資産の減少額９億47百万円、仕入債務の増加額41億86百

万円等によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期累計期間において投資活動に使用した資金は、４億99百万円（前年同四半期は資金の減少１百万

円）となりました。 

これは主に、有形固定資産の取得による支出４億61百万円、投資有価証券の取得による支出28百万円等による

ものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期累計期間において財務活動に使用した資金は、６億１百万円（前年同四半期は資金の減少11億50

百万円）となりました。 

これは主に、短期借入金の純減少額４億69百万円、長期借入金の返済による支出30百万円、配当金の支払いに

よる支出98百万円等によるものであります。 

(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年９月期の業績予想につきましては、平成26年５月９日に「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表 

いたしました通期の業績予想に変更はございません。 

今後の経済情勢及び業績の推移により、通期の業績見通しについて見直しが必要になった場合には速やかに開

示いたします。 

２．サマリ―情報（注記事項）に関する事項 

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

(3) 追加情報 

(法人税率の変更等による影響) 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年４月１ 

日以後に開始する事業年度から復興特別法人税が課せられないことになりました。これに伴い、繰延税金資産及び 

繰延税金負債の計算に使用した法定実効税率は、平成26年10月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差 

異等については従来の38.0%から35.6％に変更されております。 

その結果、繰延税金資産（流動資産）が1,200千円、繰延税金負債（固定負債）が2,259千円それぞれ減少したこ

により、法人税等調整額が1,059千円減少しております。 
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

(6) 重要な後発事象 

該当事項はありません。 
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